
１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

(1)

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）

９．追加評価（任意記載）　

①－１に関して　・・・　制度の認知度不足
①－２　　　　　・・・　広報が不十分であること

①－１に関して　・・・　この制度のターゲットである経営体に重要性を理解してもらうこと
①－２　　　　　・・・　効果的な広報手法

％

0.00

62.00

前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

(未選択)事　業　費（b）（千円） 9,867 9,646

単位

56.00

　食品をめぐる事故を背景に、消費者の食の安全に対する意識が高まり、購買行動にも大きな影響を及ぼしている。
　このため、安全で高品質な農林水産物を県独自の認証基準に基づいて認証する「安全で美味しい島根の県産品認証制度」を創設し、①島根県農林水産物の安全
確保と消費者からの信頼づくり、②市場における競争力の強化、③産地レベルの向上に加えて、④認証取得者の経営基盤の強化を図る。

１　認証委員会を三回開催し、新規5件、更新4件を承認。また、監査報告を19件実施した。累計認証数は62件となり目標値の86%の実績となった。
２　ＪＡいわみ中央キャベツ部会が、一部有志の認証からほぼ全員の認証を取得した。このことは、他産地に波及できる優良事例となった。
３　いわがきの基準の改定を行ったことと、乾燥きのこの基準の追加が見込めることになった。
４　認証マークに、しまねっこコラボシールを追加し、取得者や消費者から好評を得ている。
５　消費者ＰＲを効果的に行うため、ポロポーザルによるＰＲ業務を委託し、テレビを中心に広報活動を行った。
６　量販店のバイヤーを訪問し、制度の周知と店頭でのＰＲ手法をお伝えした。

うち一般財源（千円） 9,867 9,646

２６年度実績 ２７年度計画

26年度 27年度
指標名 美味しまね認証取得件数

年度 23年度

58.00

目標値

１　ＪＡいわみ中央キャベツ部会がほぼ全員が認証を取
得し、団体認証に移行した。
　
２　認証基準を見直し、需要動向に柔軟に対応できた。

３　認証制度を効果的に周知するため、認証マークの追
加や
広報手法の改善を行った。
　また、量販店のバイヤーを訪問し、制度の説明を行
い、理解を深めていただいた。

１　新規認証数の確保
２　美味しまね認証制度の周知

目
的

（１）対象 消費者・生産者

（２）意図
高い安全性と品質を兼ね備えた産品を生産する生産工程管理の仕組みを認証する「美味しまね認証制度」を推進することを通じて、県内産
農林水産物の安全性と消費者の信頼を確保し、産地（生産者）のレベルアップと市場競争力の向上を図る。

事務事業の名称 安全で美味しい島根の県産品認証事業

事務事業評価シート（評価実施年度：平成２7年度） 上位の施策名称

事務事業担当課長 農産園芸課長　森上　浩平

施策Ⅰ－２－１　売れる農林水産品・加工
品づくり

電話番号 0852-22-5123

24年度 25年度

72.00 80.0056.00 64.00

美味しまね認証取得件数
実績値

達成率

48.00

％

件

実績値

23年度 24年度
指標名

0.00

年度

目標値

式・
定義 達成率

0.00

0.00

0.00 0.00

0.00

86.20

25年度

0.00

　
成
果
参
考
指
標

◎課（室）内で事務事業評価の議論を行うにあたっては、本評価シートのほか、必要に応じて、「予算執行の実績並びに主要施策の成果」や既
存の事業説明資料などを活用し、効率的・効果的に行ってください。

◎上記「５．評価時点での現状」、「６．成果があったこと」、「７．まだ残っている課題」、及び「８．今後の方向性」について、議論がしやすいよう
に、「５．評価時点での現状→６．成果があったこと」、又は「５．評価時点での現状→７．まだ残っている課題→８．今後の方向性」が一連の流れ
となるよう、わかりやすく、ストーリー性のあるシート作成に努めてください。

1　モデルとなる経営体などへの着実な認証の推進
　　既取得者の取り組み内容の高度化

２　民間のノウハウを活用した効果的な広報の実施

事
業
概
要

90.60100.00

26年度 27年度

式・
定義

0.00

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）６.成果があったこと（改善されたこと）

単位

0.00


